
 

 

 

 

 

 

１ 日 時 平成２９年１０月２７日（金） 

２ 学 年 第５・６学年１５名（５年 男子６名 女子３名  ６年 男子４名 女子２名） 

３ 単元観（５年）                                             単元観（６年） 

 

４ 児童観（５年）                                             児童観（６年） 

算数 第5・6学年 神石高原町立来見小学校 指導者  村上 朱美 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元で育成する資質・能力  

 

 

 

 
「主体性」「論理的思考力」「自己理解」「自らへの自信」 

平和への祈りをこめて，折り鶴アートを作ろう！！ ＜５年 単位量あたりの大きさ＞ ＜６年 速さ＞ 

 本単元は，学習指導要領B（４）の「異種の二つの量の割合として捉えられる数量について，その比べ方や表し方を理解できるよう

にする」を受けて設定したものである。 

 小学校５学年では，「平均とその利用」によって，測定した結果について，平均を用いて，それを妥当な数値として示すことができ

るように学習している。また，本単元は第６学年での「速さ」の学習において，異種の二つの量の割合である速さを学習する素地とな

るものである。 

 本単元の「単元をつらぬくアイディア（本質）」は，「どちらか一方の単位量を１にそろえて比べる」ことであると考える。二種の

異なる量を比較するときは，面積を揃えて人数を比べたり，人数を揃えて面積を比べることなどを具体的な場面を設定することで児童

自身が見いだせるようにしていくことをねらいとしている。 

 本単元で学習したことは，理科での実験における条件制御などにも広く活用できることはもちろん，学級園の野菜の収穫量の比較な

ど，学校生活のみならず，実生活の中で幅広く活用できるものであると考える。 

 本単元は，学習指導要領B（４）の「速さについて理解し，求めることができるようにする」を受けて，設定したものである。 

 小学校５学年では，「単位量当たりの大きさ」によって，異種の二つの割合について，部屋の混み具合や人口密度または具体的な場

面を設定して，どちらか一方の単位量をそろえて比べることを学習してきている。 

 本単元の「単元をつらぬくアイディア（本質）」は，「どちらか一方の単位量を１にそろえて比べる」ことであると考える。本単元

で学習する異種の二つの量の割合である速さを求めるには，第５学年での「単位量当たりの大きさ」の学習の定着が大切になる。 

単元の導入時などに復習を行いながら，単元全体を通して，「単元をつらぬくアイディア（本質）」が発揮されるように指導を行っ

ていく。 

 本単元で学習したことは， あらゆる教科・領域で速さを比較する際に役に立つことはもちろん，実生活の中でも幅広く活用できるも

のであると考える。 

 

 

 

児童の資質能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査 

結果（人数） 

とても 
そう思う 

やや 
そう思う 

あまりそう 
思わない 

全くそう 
思わない 

主体性 
授業では，解決しようとする課題について「なぜだろう。」「や
ってみたい。」と思います。 

１ ７ １ ０ 

論理的思考力 
授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かり
やすく伝わるように発表を工夫しています。 ２ ５ ２ ０ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学

習の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由」を考え
ています。 

２ ６ １ ０ 

自らへの自信 

学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」，

「もっと調べてみたいこと」，「もっと工夫してみたいこと」な
どを考えています。 

２ ５ ２ ０ 

質問紙調査の結果，本校の設定する資質・能力に関して，全体的に肯定的な回答が多く見られた。その一方で，論理的思考力と自ら

への自信については，やや否定的な回答が見られた。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

番号 内容 正答率 

１ その量のある大きさを基準にとり，それが何個分あるかを表すことができる。 ６７％ 

２ １つの量に着目して，面積や重さの大小を比べることができる。 ７７％ 

レディネステストの結果から，児童には１つの単位量に着目して置き換えたり，比較したりする考えは定着しているといえる。その

一方で，自分の考えを分かりやすく説明することに課題が見られる児童もいた。 

 児童の資質能力の実態を把握するため，質問紙調査を行った。 

資質・能力 質問紙調査内容 

結果（人数） 

とても 
そう思う 

やや 
そう思う 

あまりそう 
思わない 

全くそう 
思わない 

主体性 
授業では，解決しようとする課題について「なぜだろう。」「や
ってみたい。」と思います。 

３ ３ ０ ０ 

論理的思考力 
授業では，自分の考えとその理由を明らかにして，相手に分かり
やすく伝わるように発表を工夫しています。 

１ ４ １ ０ 

自己理解 

学習の振り返りをするときには，「どこまで分かったか。」「学
習の方法でうまくいったことや失敗したことなどの理由」を考え

ています。 
１ ３ ２ ０ 

自らへの自信 
学習の振り返りをするときには，「もっと考えてみたいこと」，
「もっと調べてみたいこと」，「もっと工夫してみたいこと」な

どを考えています。 

２ ２ ２ ０ 

質問紙調査の結果，本校の設定する資質・能力に関して，主体性や論理的思考力，自らへの自信で肯定的な回答が多く見られた。そ

の一方で，自己理解ついては，否定的な回答が見られた。 

また，本単元を学習する前に行ったレディネステストを行った。 

番号 内容 正答率 

１ 異種の２つの量の割合を，どちらかの量をそろえて比較することができる。 ６７％ 

２ 求めた結果から，どう結論づけるかを論理的に説明することができる。 ６７％ 

 レディネステストの結果から，児童は前学年の「単位量あたりの数量」で学習した内容は概ね定着しているといえる。その一方で，

「混んでいる」や「道のり」など，場面に応じて結論づけることに課題が見られる児童もいた。 



５ 指導観（５年）                                             指導観（６年） 

 

６ 単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準（５年）      単元で育てたい資質・能力及び本単元の目標と評価規準（６年） 

 指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

 

(1)主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・実際に活動する問題に取り組むことで，子供に「解決したい。」，「どうしたらいいんだろう。」，「自分の

考えを伝えたい。」という意欲や疑問を持たせる。 

・「既習内容を使えば解けそうだ。」という見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

・図を使って自分の考えの理由をノートに書かせることにより，考え方の根拠を明確にさせる。 

・どのような考え方で単位量あたりの数量を求めたかを，図と式を結び付けて説明させる。 

・練り合いの場面で，「単元をつらぬくアイディア（本質）」を活用して，お互いの考えの共通点や相違点につ

いての意見交流を行い，目指す汎用的能力を育成できるようにする。 

(2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びを振り返り，授業を通して分かったことや考えたこと，成長したことを発表させる。 

(３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

・実際に活動する事象を取り上げることで，子供達が単元をつらぬくアイディア（本質）の普遍性を実感できる

ようにする。 

 

 指導にあたっては，以下の工夫を行う。 

 

(1)主体的・対話的で深い学びに向けた指導の工夫 

・実際に活動する問題に取り組むことで，子供に「解決したい。」，「どうしたらいいんだろう。」，「自分の

考えを伝えたい。」という意欲や疑問を持たせる。 

・「既習内容を使えば解けそうだ。」という見通しを持たせることで，主体的に学習に臨めるようにする。 

・図を使って自分の考えの理由をノートに書かせることにより，考え方の根拠を明確にさせる。 

・どのような考え方で速さを求めたかを，図と式を結び付けて説明させる。 

・練り合いの場面で，「単元をつらぬくアイディア（本質）」を活用して，お互いの考えの共通点や相違点につ

いての意見交流を行い，目指す汎用的能力を育成できるようにする。 

(2)振り返り場面の指導の工夫 

・自らの学びを振り返り，授業を通して分かったことや考えたこと，成長したことを発表させる。 

(３)児童の実態に合わせた指導の工夫 

・実際に活動する事象を取り上げることで，子供達が単元をつらぬくアイディア（本質）の普遍性を実感できる

ようにする。 

 

 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
 

自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

 
論理的思考力 

根拠を明らかにして、理由
をつけて自分の意見を述べ
る児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉を
相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 
 

自分の学習活動について自
分が出来ている事，出来て
いない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 
周囲との関わりを通して「
自分の良さ」に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他の児
童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価基準＞ 

資質 
能力 

評価基準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体
性 
 
 

異種の２量の割合で表される量
について考える問題に疑問をも
ち，自分で問題を解こうとして
いる。 

異種の２量の割合で表される量の
比べ方や表し方を既習事項を使っ
て表現している。 

異種の２量の割合で表される量について考える問
題を解く時に，「どちらか一方の単位量を１にそ
ろえて比べる」という考え方に気付き，他の問題
でも積極的に活用している。 

論理
的思
考力 

異種の２量の割合で表される量
の比べ方や表し方を式・図・言
葉を使って表現している。 

異種の２量の割合で表される量の
比べ方や表し方を算数カードを使
ったり，友達の考えを使ったりし
て，分かりやすく表現している。 

「どちらか一方の単位量を１にそろえて比べる」という

「単元をつらぬくアイディア（本質）」を使って，本単

元の全ての問題，またパフォーマンス課題に取り組み，

日常生活の場面につなげて表現している。  

自己
理解 

練り合いの場面で，友達の質問
に答えたり，友達に質問したり
している。 

練り合いの場面で，友達の質問に
答えたり，友達に質問したりする
中で，自分や友達の考えの良さに
気付き，間違っていた場合は適切
に修正している。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達
に質問したりする中で，どの考えも「単元をつら
ぬくアイディア（本質）」につながっていること
に気付き，表現したり，修正したりすることがで
きる。 

自ら
への
自信 

振り返りの場面で，自分が分か
ったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かっ
たことや，友達の考えの良さを伝
えている。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友達
の考えの良さを伝えるとともに，学習した「どち
らか一方の単位量を１にそろえて比べる」という
考えを実際の生活場面で生かそうとしている。 

 

＜本校で身に付けさせたい資質・能力＞ 

本校で身に付けさせたい資質・能力 

資質・能力 めざす児童の姿 算数科での児童の姿 

主体性 
 

自分で考えて行動する児童 課題解決に向けて自分の考えや意見を進んで表現する姿。 

 
論理的思考力 

根拠を明らかにして、理由
をつけて自分の意見を述べ
る児童 

課題解決に必要なことを理解して，筋道を立てて考え，式・図・言葉を
相互に関連付けて表現する姿。 

 
自己理解 
 

自分の学習活動について自
分が出来ている事，出来て
いない事が分かる児童 

意見交流を通して「自分や友達の考えの良さ」や「自分の誤り」に気付
き，表現したり，修正したりする姿。 

自らへの自信 
周囲との関わりを通して「
自分の良さ」に気付く児童 

振り返りの場面でお互いの考えの良さを伝える姿や自分の説明で他の児
童を納得させる姿。（「なるほど」「そういうことか」「わかった」） 

＜単元で育てたい資質・能力と評価基準＞ 

資質 
能力 

評価基準 

Ｉ Ｃ Ｅ 

主体
性 
 
 

速さついて考える問題に疑問
をもち，自分で問題を解こうと
している。 

速さの比べ方や表し方を既習事項を
使って表現している。 

速さについて考える問題を解く時に，「どちらか一
方の単位量を１にそろえて比べる」という考え方に
気付き，他の問題でも積極的に活用している。 

論理
的思
考力 

速さの比べ方や表し方を式・図
・言葉を使って表現している。 

速さの比べ方や表し方を算数カード
を使ったり，友達の考えを使ったり
して，分かりやすく表現している。 

「どちらか一方の単位量を１にそろえて比べる」という「

単元をつらぬくアイディア（本質）」を使って，本単元の

全ての問題，またパフォーマンス課題に取り組み，日常生

活の場面につなげて表現している。 

自己
理解 

練り合いの場面で，友達の質問
に答えたり，友達に質問したり
している。 

練り合いの場面で，友達の質問に答
えたり，友達に質問したりする中で
自分や友達の考えの良さに気付き，
間違っていた場合は適切に修正して
いる。 

練り合いの場面で，友達の質問に答えたり，友達に
質問したりする中で，どの考えも「単元をつらぬく
アイディア（本質）」につながっていることに気付
き，表現したり，修正したりすることができる。 

自ら
への
自信 

振り返りの場面で，自分が分か
ったことを伝えている。 

振り返りの場面で，自分が分かった
ことや，友達の考えの良さを伝えて
いる。 

振り返りの場面で，自分が分かったことや，友達の
考えの良さを伝えるとともに，学習した「どちらか
一方の単位量を１にそろえて比べる」という考えを
実際の生活場面で生かそうとしている。 

 



 

 

 

 

＜本単元の目標＞ 

・どちらか一方の単位量を「１」に揃えて，異種の２つの量の割合として捉えられる数量について，その比べ方や

表し方を理解することができる。 

 

＜本単元の評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数についての関心・ 

意欲・態度 

単位量あたりの考えのよさがわかり，これを用いて関連する２つの量の大小を比べよう 

とする。 

数学的な考え方 異種の２つの量の割合で表される量について，単位量あたりで考えることができる。 

数量や図形についての技能 単位量あたりの考えを使って，異種の２つの量の大小を比べることができる。 

数量や図形についての 

知識・理解 
単位量あたりの考えを使った比べ方や表し方を理解している。 

 

＜本校の振り返り場面でのICEルーブリック＞ 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

・授業で分かったことを

言うことができる。 

・友達の考えを聞いて

考えたことや新しく

分かったことを言う

ことができる。 

・授業を通して分かったこ

とを，これからの学習や

生活にいかそうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本単元の目標＞ 

・どちらか一方の単位時間を「１」に揃えて，異種の２つの量の割合である速さについて理解し，求めることがで

きる。 

 

＜本単元の評価規準＞ 

観点 評 価 規 準 

算数についての関心・ 

意欲・態度 

単位量あたりの考えのよさがわかり，これを用いて関連する３つの量の大小を比べよう 

とする。 

数学的な考え方 異種の２つの量の割合で表される量について，単位量あたりで考えることができる。 

数量や図形についての技能 単位量あたりの考えを使って，異種の３つの量の大小を比べることができる。 

数量や図形についての 

知識・理解 
単位量あたりの考えを使った比べ方や表し方を理解している。 

 

＜本校の振り返り場面でのICEルーブリック＞ 

I（考え，基礎知識） C（つながり） E（応用，広がり） 

・授業で分かったことを

言うことができる。 

・友達の考えを聞いて

考えたことや新しく

分かったことを言う

ことができる。 

・授業を通して分かったこ

とを，これからの学習や

生活にいかそうとしてい

る。 

 



１０ 本時の展開（５年）      本時の展開（６年） 

（１）本時の目標 学習してきたことを活用して単元課題を解くことができる。                     （１）本時の目標 学習してきたことを活用して単元課題を解くことができる。 

（２）準備物   問題文 ヒントカード 電卓                              （２）準備物   問題文 

（３）本時の展開                                            （３）本時の展開 

 

 

 

 

 

学習過程（５／６）                                          学習過程（７／８） 

評価規準 

【観点】 

判断基準 

（方法） 

指導上の留意点 主な発問と児童の反応予想 
学習

活動 
  

学習

活動 
主な発問と児童の反応予想 指導上の留意点 

評価規準 

【観点】 

判断基準 

（方法） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習リーダーに進め

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分からない児童には

ヒントカードを用意

しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自力解決をする。 

ア A  １２００÷１５００＝０．８    ０．８羽 

  B １５００÷２０００＝０．７５   ０．７５羽 

 

１㎠あたりの鶴の数はAの方が多いので，Aのほうがぎっしりつ

まっている。 

             

イ A １５００÷１２００＝１．２５     １．２５㎠ 

  B ２０００÷１５００＝１．３・・・   約１．３㎠ 

 

１羽あたりの面積はAの方がせまいので，Aのほうがぎっしりつ

まっている。 

 

ウ 分からない 
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１ 本時の課題を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

２ 自力解決をする。 

ア A ５０＋３０＋４０＝１２０            １２０分 

  B ６０÷１．２＝５０ ５０＋６０＝１００     １１０分 

 

A先生は１２０分，B先生は１１０分かかる。 

だから，B先生が速く折ることができる。 

 

イ 分からない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習リーダーに

進めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分からない児童

にはヒントカ

ードを用意し

ておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単元課題） 
平和への祈りをこめた折り鶴アートを作ります。今，先生

は２つの案を考えています。 
Ａ：１５００㎠のボードに，１２００羽の鶴を折る 
Ｂ：２０００㎠のボードに，１５００羽の鶴を折る 
ただし，先生はボードの中にぎっしりと折り鶴をしきつめ

てほしいです。 
AとBのどちらを選んだ方がいいでしょうか。式・図・言葉

を使って説明して下さい。 

 

授業のポイント！【全体交流】 

① 単元課題の提示の仕方を工夫する。 

② 自力解決や集団解決では，単元をつらぬくアイディア（本質）を活用して，自分の考えを式・図・言葉などを用いて分かりやすく説明させることで，練り合いを深めさせる。 

③ 授業を通して分かったことや友達の発表を聞いて考えたこと，自分の成長などについて，ＩＣＥルーブリックを活用して振り返らせる。 

〇児童が「解きたい。」と思える

ような単元課題の提示をする。 

（写真や映像，実際に行う活動な

ど） 

〇主体的な学び 

・情報の提示の仕方を

工夫することで，児

童が興味・関心をも

って学習できるよう

にする。 

 

（単元課題） 
平和への祈りをこめた折り鶴アートを作ります。今までに５・６

年生で折った鶴は２８００羽です。アートには３０００羽の折り鶴
が必要です。 
先生は，足りない２００羽を２人の先生方に１００羽ずつ折って

ほしいと思って相談したところ，次のように言われました。 
Ａ先生：私は４０羽を５０分で折り、３０羽を３０分で折り，最後

の３０羽を４０分で折るよ。 
Ｂ先生：私は６０羽を１分間で１.２羽のペースで折り，残りの４０

羽を１時間で折るよ。 
どちらの先生が速く１００羽の鶴を折れるでしょうか。式・図・

言葉を使って説明して下さい。 

〇児童が「解きたい。」と思える

ような単元課題の提示をする。 

（写真や映像，実際に行う活動な

ど） 

〇主体的な学び 

・情報の提示の仕方を

工夫することで，児

童が興味・関心をも

って学習できるよう

にする。 
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件に合う

案を単元

をつらぬ

くアイデ

ィア（本

質）を使

って考え

ている。 

(行動観察，

ノート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 考えたことをもとに，話し合う。 
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４ 振り返りをする。 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

⑳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

振 

り 

返 

り 

③ 

 

 

３ 

ね 

り 

あ 

う 

⑳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

振 

り 

返 

り 

③ 

 

 

 

３ 考えたことをもとに，話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・速い人を
単元をつ
らぬくア
イディア 
（本質）
を使って
考えて 
いる。 
(行動観
察，ノー
ト) 

 

（４）板書計画（５年）                                          （４）板書計画（６年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術を用い

て，分かっていることと求めることを明確にし

て式・図・言葉で友達に分かりやすく説明し，

意見を交流する。 

ア 面積を１にそろえます。 

１㎠あたりの鶴の数で比べます。 

  Aは１２００÷１５００＝０．８ 

  Bは１５００÷２０００＝０．７５ 

 １㎠あたりの鶴の数はAの方が多いので，Aのプランで

折り鶴アートを作ればいいと思います。 

 

ィ 折り鶴の数を１にそろえます。 

１羽あたりの面積で比べます。 

  Aは１５００÷１２００＝１．２５ 

  Bは２０００÷１５００＝１．３・・・ 

 １羽あたりの面積はAの方がせまいので，Aのプランで

折り鶴アートを作ればいいと思います。 

 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考えや，友達の

意見を参考にして，全体の場で自信を

もって発表させる。 

・練り合いの場面では，「単元をつらぬ

くアイディア（本質）はどこか。」，

「どこまでが分かって，どこからが分

からないか。」を意識して，友達の発

表を聞くように指導する。 

・疑問や補足に加えて，意見交流の中か

ら算数の本質に迫るようにさせる。 

〇ＩＣＥルーブリックを活用して，本

時の授業を振り返る。 

Ｃ：今日の勉強で，混み具合をしらべ

る時は，どちらかを「１」にそろ

えた方が求めやすいと分かりまし

た。Aのプランで計画して，すご

い作品にしたいと思います。  

 

 

 

 

〇ＩＣＥルーブリックを活用して，

本時の授業を振り返る。 

Ｃ：「１分間あたり」の速さを求め

たら，何人でも比べられると分

かりました。私もB先生の折り

方で折り鶴アートを作ろうと思

いました。 

 

 

 

 

〇深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ＩＣＥルーブリックを活用

して，本時の授業を振り返

り，自己の成長やできるよ

うになったことを発表させ

る。 

 

〇深い学び合い 

（振り返りの充実） 

・ＩＣＥルーブリックを

活用して，本時の授業

を振り返り，自己の成

長やできるようにな

ったことを発表させ

る。 

 

〇対話的で深い学び合い 

（練り合いの充実） 

・ノートに書いた自分の考えや，友達の

意見を参考にして，全体の場で自信を

もって発表させる。 

・練り合いの場面では，「単元をつらぬ

くアイディア（本質）はどこか。」，

「どこまでが分かって，どこからが分

からないか。」を意識して，友達の発

表を聞くように指導する。 

・疑問や補足に加えて，意見交流の中か

ら算数の本質に迫るようにさせる。 

〇ノートに書いた自分の考えを，言語技術を用い

て，分かっていることや求めることを明確にし

て式・図・言葉で友達に分かりやすく説明し，

意見を交流する。 

A先生の折り鶴を折る時間は，かかった時間を合わせれ

ば求められます。５０＋３０＋４０＝１２０ 

になり，２時間かかることが分かります。 

B先生の折り鶴を折る時間は，１分間あたりの速さを計

算してから求めます。６０÷１．２＝５０になり，５０分

かかります。その後の１時間を足せば，１時間５０分か

かることが分かります。 

このことから，B先生の折り方が一番速く折り鶴が 

折れることが分かります。 

 

 

（単元課題） 
平和への祈りをこめた折り鶴アートを作ります。

今，先生は２つの案を考えています。 
A：１５００㎠のボードに，１２００羽の鶴を折る
B：２０００㎠のボードに，１５００羽の鶴を折る 
ただし，先生はボードの中にぎっしりと折り鶴

をしきつめてほしいです。 
AとBのどちらを選んだ方がいいでしょうか。式

・図・言葉を使って説明して下さい。 

 

（単元課題） 
平和への祈りをこめた折り鶴アートを作ります。今までに５・６年生で折った鶴は２８００羽です。 

アートには３０００羽の折り鶴が必要です。 

先生は，足りない２００羽を２人の先生方に１００羽ずつ折ってほしいと思って相談したところ，次

のように言われました。 

A先生：私は４０羽を５０分で折り、３０羽を３０分で折り，最後の３０羽を４０分で折るよ。 

B先生：私は６０羽を１分間で１.２羽のペースで折り，残りの４０羽を１時間で折るよ。 

どちらの先生が速く１００羽の鶴を折れるでしょうか。式・図・言葉を使って説明して下さい。 

振り返り 振り返り 

I:面積や鶴の数を「１」にそろえたら，比べられることが分かった。 

C:○○さんの方法が分かりやすかったので，やってみたい。 

E：もう少し鶴の数を増やしてもいいかを調べたい。 

 

I:「１分間」あたりの速さを求めたら比べら

れることが分かった。 

C:○○さんの方法が分かりやすかったので，

やってみたい。 

E：もっと速く折るための方法を調べたい。 

 
分 

求 

分 

求 

A：１５００㎠のボードに，１２００羽の鶴 

B：２０００㎠のボードに，１５００羽の鶴 

AとBのどちらを選べばよいか

。 

A：４０羽を５０分，３０羽を３０分，３０羽を４０分  

B：６０羽を１分間で１.２羽のペース，４０羽を１時間 

A先生とB先生のどちらが速いか

。 

さぐる 

さぐる 練り合う 

練り合う 

ア A  １２００÷１５００＝０．８    ０．８羽 

  B １５００÷２０００＝０．７５   ０．７５羽 

１㎠あたりの鶴の数はAの方が多いので，Aのほうがぎっしりつまっ

ている。 

 

イ A １５００÷１２００＝１．２５   １．２５㎠ 

  B ２０００÷１５００＝１．３・・・ 約１．３㎠ 

１羽あたりの面積はAの方がせまいので，Aのほうがぎっ

しりつまっている。 

 

A ５０＋３０＋４０＝１２０            １２０分 

  B ６０÷１．２＝５０ ５０＋６０＝１００     １１０分 

A先生は１２０分，B先生は１１０分かかる。 だから，B先生が一番速く折ることができる。 

 

 


